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mα sseteric m仰OSY1ゅtic reflex potentiαl(MMRP) を指標に，顎二腹筋求心性神経条件刺激による条
件一試験刺激実験と直接岐筋支配運動ニューロンから顎二腹筋求心性神経を刺激して得られる細胞内
電位の記録の分析とによって調べた。
顎二腹筋前腹支配枝 (DA) を条件刺激した場合，条件 試験刺激間隔が約1Q-25msec の時期に
MMRP は増強され，両刺激間隔が来句25 msec を越えると MMRP は抑圧された。この抑圧効果は刺激間
隔が宗伯0-50ms配の時期に著明なピークを示し，約50-70 ms伐の期間に，速やかに減少するが，な
お 200msec 以上まで僅かに残存した。顎二腹筋後腹支配枝(Dp) に条件刺激を与えた場合は，条件一
試験刺激間隔が約10-30 msec の時期に MMRP は増強され，約30msec を越えると抑圧された。このDp
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による抑圧効果は刺激間隔が約40-70 msec の時期に比較的強く，約70-100m田c の時期には徐々に減
少するが，なお， 200msec まで残存した。
次に， P交筋支配運動ニューロンから細胞内電位の記録では， DA に閥値の約35倍，すなわち35T 以
上の強さの刺激を与えると岐筋支配運動ニューロンに EPSP( excitatory posts戸叩，tic potential:興奮性
シナプス後電位)-IP S P ( inhibitory postsynaptic potential:抑制性シナプス後電位)よりなる一連の反
応が得られた。この EPSP の潜時は DA を 55.6T の強さで刺激した場合は約7.0msec であったロ DA刺
激でも類似のシナプス後電位(PSPs) はみられたがその振幅は微小であった。これによって，条件一
試験刺激実験で得られた初期の MMRP の増強はこの EPSP によるものであり，また後期の抑圧には
この IPSP が関与していることが推察される。なお，舌神経(L) の刺激では潜時約3.2msec で IPSP
が認められた。
日交筋からの求心性信号が顎二腹筋前腹支配運動ニューロンに対して示す景簿は，舌一顎二腹筋反射
電位 lin伊0- digαstric reflex potential (LDRP) を指標に， P交筋神経 (Ma) 条件刺激による条件一試験
刺激実験の結果と直接顎二腹筋前腹支配運動ニューロンから Ma の刺激によって得られる細胞内電位
の記録により検討した。
LDRP を指標にして， Ma に条件刺激を与えると，条件一試験刺激間隔が約 5 -15 msec の時期に
LDRP が増強された。しかし，両刺激間隔が15 msec を越えると LDRP は抑圧され，この抑圧効果は
刺激間隔が約60-80msec の時期にピークを示すが，約80 msec から徐々に減少して，約150msec でL
DRP はコントロールの値に回復した。
次に，顎二腹筋前腹支配運動ニューロンからの細胞内電位の記録では， Ma に 6.5T以上の強さの刺
激を与えた場合，顎二腹筋前腹支配運動ニューロンに潜時約8.0 msec で EPSP を生じ，これに振幅の
小さい IPSP が続いた。この場合も，条件一試験刺激実験結果の初期の LDRP の増強はこの EPSP
により，抑圧にはこの IPSP が関与しているものと考えられる。なお，工の17.3T の強さの刺激では，
この運動ニューロンに潜時約2.6msec で極めて振幅の大きい EPSP がみられ，これに IPSP が続いた
一般にこの IPSP の持続は200msec 以上にわたっていた。 L に二発連続刺激 (double volley) を与えて





1 .顎二腹筋と日交筋の聞には， Ia 介在ニューロンを介する相反性抑制は存在しなし)0
2. 顎二腹筋， P交筋支配両運動ニューロンは，互いの高閥値筋求心性神経から多シナプス性に初期
興奮一後期抑制のインプットを受けている。このように IPSP で示される抑制相に加えて，それ
に先行する EPSP の興奮相が存在することは，両筋が相反的に抑制効果を与えているばかりでな
く，ある相では同時興奮あるいは同時抑制と云った協調的効果も及ぼし合うー可能性がある。
3. 舌神経は顎二腹筋前腹支配運動ニューロンにかなり強力なインプットを送っており，、開口反射
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を起こす舌からの求心性信号は，舌神経中の比較的太い線維を介して，まず顎二腹筋前腹支配運動ニ
ューロンを興奮させ，日交筋支配運動ニューロンの活動を抑制し，次に顎二腹筋前腹支配運動ニューロ
ンの活動を抑制する。
論文の審査結果の要旨
本研究は，微小電極による細胞内電位記録法を用い，顎二腹筋と日交筋の聞に Ia 介在ニューロンを介
する相反性抑制は存在せず，それぞれの筋からの高閲値求心性神経を介し，多シナプス性に各筋活動
が相互調節を受けていることを明らかにしたものである。
顎運動の背後にある開口筋，閉口筋のデリケートな feed back機構の一端を解明したもので、あって，
口腔生理学的に極めて価値の大きい研究である。よって，本論文は歯学博士の学位に十分値するもの
と認める。
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